
実 習

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ３年電子情報科 － 電子情報科教員

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
、 、 、 、や役割を理解させるとともに 環境に配慮しつつ 工業技術の諸問題を主体的 合理的に解決し

社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 電気電子情報に関す 電子情報に関する諸 電子情報の各分野に 電子情報の各分野に
準 る諸問題について関心 問題の解決を目指して 関する基礎的・基本的 関する基礎的・基本的
を持ち、その改善・向 自ら思考を深め、基礎 な技術を見に付け、環 な知識を見に付け、現
上を目指して意欲的に 的・基本的な知識と技 境に配慮し、実際の仕 代社会における工業の
取り組むとともに、創 術を活用して適切に判 事を合理的に計画し、 意義や役割を理解して
造的、実践的な態度を 断し、創意工夫する能 適切に処理するととも いる。
身に付けている。 力を身に付けている。 に、その成果を的確に

表現する。

評 出席状況 実習レポート 学習態度 実習レポート
価 学習態度 実習ノート 実習レポート 実習ノート
方 実習レポート 作品 作品
法 実習ノート 発表会 プレゼンテーション
自己評価表

、 。到達目標に向けての具体的な ○課題解決的な実習課題を取り入れ 自ら考える機会を多くする
取組 ○理解しにくい実習内容については、座学と関連づけるなどの工

夫をして学ぶ意欲を持たせる。
【評価規準を念頭に置いた指 ○座学で学んだ電気電子情報に関する問題とも関連づけながら、
導上の留意点】 問題解決能力を高める。

○目標に達しない生徒には、放課後の時間等において、補習を実
施し、学力の定着を図る。

マイコン制御ロボットの製作

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ マイコン制御 ○ マイコ 関心・意欲 ○マイコン制御ロボットに関する諸問H8-3664
ロボット製作 ンの基礎学習 ・態度 題について関心を持ち、その実習にお ◎
準備 ○モーター制御の ける向上を目指して、意欲的に取り組

５ 学習 もうとしている。
○各種センサーに
ついて学ぶ 思考・判断 ○マイコン御ロボットに関する諸問題

６ の解決を目指して自ら思考を深め、基 ◎
礎的・基本的な知識と技術を活用して
適切に判断し、創意工夫する能力を身
に付けている。

技能・表現 ○電子情報分野に関する基礎的・基本
的な技術を見に付け、適切に処理する ○
とともに、その成果を的確に表現して
いる。

知識・理解 ○電子情報の各分野に関する基礎的・
基本的な知識を見に付け、マイコンロ ○
ボットを製作することの意義や役割を
理解している。

７ マイコン制御 ○はんだごて、電 関心・意欲 ○ 機械加工やデジタル回路などの物
ロボットの製 子部品の取り扱い ・態度 作りに関する基礎的基本的知識と技術 ○

８ 作 方法について について関心を持ち、その習得に向け



○機械加工と工作 て意欲的に取り組むとともに創造的、
機械の取り扱い方 実践的態度を身につけようとしてい

９ 法 る。
○デジタル信号処
理 思考・判断 ○ 機械加工やデジタル回路などの物

作りに関する基礎的基本的知識を身に ◎
つけ、諸問題の解決を目指して、自ら
考え、知識と技術を活用し、創意工夫
する能力を身につけている。

技能・表現 ○ 機械加工やデジタル回路などの物
作りに関する基礎的基本的知識を身に ◎
つけ、実際の仕事を合理的に計画し、
適切に表現することができる。

知識・理解 ○機械加工やデジタル回路などの物作
りに関する基礎的基本的知識を身につ ○
け、産業社会における物作り意義や役
割について理解している。

プログラム開 ○ 言語を用いて 関心・意欲 ○ 言語を用いたプログラム開発に10 C C
発 ロボット制御のプ ・態度 関する基礎的基本的知識と技術につい ◎

ログラム開発を行 て関心を持ち、その習得に向けて意欲
う 的に取り組むとともに創造的、実践的11
○マイコン制御ロ 態度を身につけようとしている。
ボットの全システ
ムについて稼働テ 思考・判断 ○ システム全体を把握し適切なプロ
ストを行う グラム開発を行うことで、物作りに関 ◎
○システムの問題 する基礎的基本的知識を身につけ、諸
点の改善 問題の解決を目指して、自ら考え、知
○ロボットコンテ 識と技術を活用し、創意工夫する能力
ストに参加 を身につけている。

技能・表現 ○ロボットコンテストに参加すること ◎
を目標に、物作りに関する基礎的基本
的知識を身につけ、実際の仕事を合理
的に計画し、適切に表現することがで
きる。

知識・理解 ○物作りにおけるソフトウエア開発に ○
関する基礎的基本的知識を身につけ、
産業社会における物作り意義や役割に
ついて理解している。

プレゼンテー ○動画編集 関心・意欲 ○発表に望むに当たって、インターネ12
ション ○パワーポイント ・態度 ット等で情報を収集したり、進んで内 ◎

を用いたプレゼン 容の改善を行っている。
１ テーション ○プレゼンテーションソフトに関する

○課題研究発表会 基礎的基本的知識と技術について、関
心を持ち、その習得に向けて意欲的に

２ 取り組むとともに創造的、実践的態度
を身につけようとしている。

思考・判断 ○わかりやすい発表方法について検討
し、成果を適切に表現することができ ○

、 、ように自ら考え 知識と技術を活用し
創意工夫する能力を身につけている。

技能・表現 ○学習成果を、地域の企業、保護者に
発表することで、プレゼンテーション ◎
の意義や効果を習得する。
○制限時間内にわかりやすい発表をし
ているか。

知識・理解 ○研究の成果を発表することで、生徒
自身の学習を深めると同時に、質疑応 ○
答から、問題点や今後の課題などを検
討する。



ゲームの製作Windows

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 言語学習 ○言語の選択 関心・意欲 ○プログラム言語に関心を持ち、ゲー
○ゲーム製作に使 ・態度 ム作りに必要不可欠な言語学習に意欲 ◎
用する言語の学習 的に取り組もうとしている。

５
思考・判断 ○ゲーム作りにはどのような言語が適

しているかが思考・判断でき、その習 ○
６ 得のために創意工夫する能力を身に付

けている。

技能・表現 ○諸問題をアルゴリズム化し、プログ ○
ラミングすることができる。

知識・理解 ○プログラミングの演習問題等を通し
てどれだけ知識・理解が深まったかを ◎
確認する。

７ ゲームの作成 ○ゲーム作りのテ 関心・意欲 ○ゲーム作りに関心を持ち、そのため
クニック ・態度 のテクニックを意欲的に習得しようと ○

８ ○ゲーム内容の構 している。
築
○アルゴリズムの 思考・判断 ○ゲーム作りのための諸問題の解決を

９ 作成 目指して、自ら考え、知識と技術を活 ○
○プログラミング 用し、創意工夫する能力を身につけて
○キャラクタ、効 いる。10
果音等の作成
○デバッグ 技能・表現 ○ゲームに必要な独創性を表現する技 ◎11

術・能力を持っている。

知識・理解 ○製作しようとしているゲームを、ア
ルゴリズム化・プログラミング化する ◎
ために必要な知識がある。

プレゼンテー ○パワーポイント 関心・意欲 ○発表に望むに当たって、インターネ12
ション を用いたプレゼン ・態度 ット等で情報を収集したり、進んで内 ◎

テーション 容の改善を行っている。
１ ○プログラムコン ○プレゼンテーションソフトに関する

テスト 基礎的基本的知識と技術について、関
○課題研究発表会 心を持ち、その習得に向けて意欲的に

２ 取り組むとともに創造的、実践的態度
を身につけようとしている。

思考・判断 ○わかりやすい発表方法について検討
し、成果を適切に表現することができ ○

、 、ように自ら考え 知識と技術を活用し
創意工夫する能力を身につけている。

技能・表現 ○学習成果を、県内の高校生、地域の
企業、保護者に発表することで、プレ ◎
ゼンテーションの意義や効果を習得す
る。
○制限時間内にわかりやすい発表をし
ているか。

知識・理解 ○研究の成果を発表することで、生徒
自身の学習を深めると同時に、質疑応 ○
答から、問題点や今後の課題などを検
討する。



マルチメディアコンテンツの制作

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ ノンリニア編 ○デジタルビデオ 関心・意欲 ○ノンリニア編集に関する諸問題につ
集の概要 カメラの使い方 ・態度 いて関心を持ち、その実習における向 ◎

○各種記録媒体の 上を目指して、意欲的に取り組もうと
５ 特徴 している。

○ を使IEEE1394
ったムービーキャ 思考・判断 ○ノンリニア編集に関する諸問題の解

６ プチャ 決を目指して自ら思考を深め、基礎的 ◎
○ を使っ ・基本的な知識と技術を活用して適切Premiere
たノンリニア編集 に判断し、創意工夫する能力を身に付

けている。

技能・表現 ○電子情報分野に関する基礎的・基本
的な技術を見に付け、適切に処理する ○
とともに、その成果を的確に表現して
いる。

知識・理解 ○電子情報の各分野に関する基礎的・
基本的な知識を見に付け、ノンリニア ○
編集を行うことの意義や役割を理解し
ている。

７ 効果的なマル ○コンテンツの最 関心・意欲 ○ 絵コンテやノンリニア編集などコ
チメディアコ 終イメージをもと ・態度 ンテンツ作りに関する基礎的基本的知 ○

８ ンテンツ に制作計画を立案 識と技術について関心を持ち、その習
○企画 絵コンテ 得に向けて意欲的に取り組むとともに、 、
ロケーションハン 創造的、実践的態度を身につけようと

９ ティング している。
○効率的なノンリ
ニア編集 思考・判断 ○ コンテンツ制作に関する基礎的基

本的知識を身につけ、諸問題の解決を ◎
目指して、自ら考え、知識と技術を活
用し、創意工夫する能力を身につけて
いる。

技能・表現 ○ 絵コンテやノンリニア編集などコ
ンテンツ制作に関する基礎的基本的知 ◎
識を身につけ、実際の仕事を合理的に

、 。計画し 適切に表現することができる

知識・理解 ○絵コンテやノンリニア編集などコン
テンツ制作に関する基礎的基本的知識 ○
を身につけ、産業社会における物作り
意義や役割について理解している。

自由課題によ ○オリジナル作品 関心・意欲 ○ 日常における問題意識にスポット10
る制作 ○メッセージ性 ・態度 を当て、いかに訴えようとするかその ◎

○わかり易いコン 制作プロセスにおける基本的知識と技
テンツ 術について関心を持ち、意欲的に取り11
○小発表会 組むとともに創造的、実践的態度を身

につけようとしている。

思考・判断 ○ コンテンツを客観視し適切なコン
テンツ制作を行うことで、制作に関す ◎
る基礎的基本的知識を身につけ、諸問
題の解決を目指して、自ら考え、知識
と技術を活用し、創意工夫する能力を
身につけている。

技能・表現 ○お互いの作品を発表しあうことで、 ◎
コンテンツ制作にに関する基礎的基本
的知識を身につけ、実際の仕事を合理
的に計画し、適切に表現することがで
きる。



知識・理解 ○コンテンツ制作に関する基礎的基本 ○
的知識を身につけ、産業社会における
コンテンツの意義や役割について理解
している。

プレゼンテー ○パワーポイント 関心・意欲 ○発表に望むに当たって、インターネ12
ション を用いたプレゼン ・態度 ット等で情報を収集したり、進んで内 ◎

テーション 容の改善を行っている。
１ ○課題研究発表会 ○プレゼンテーションソフトに関する

基礎的基本的知識と技術について、関
心を持ち、その習得に向けて意欲的に

２ 取り組むとともに創造的、実践的態度
を身につけようとしている。

思考・判断 ○わかりやすい発表方法について検討
し、成果を適切に表現することができ ○

、 、ように自ら考え 知識と技術を活用し
創意工夫する能力を身につけている。

技能・表現 ○学習成果を、地域の企業、保護者に
発表することで、プレゼンテーション ◎
の意義や効果を習得する。
○制限時間内にわかりやすい発表をし
ているか。

知識・理解 ○研究の成果を発表することで、生徒
自身の学習を深めると同時に、質疑応 ○
答から、問題点や今後の課題などを検
討する。

スピーカーの製作

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ スピーカーの ○ユニットの構造 関心・意欲 ○スピーカー構造に関心を持ち、それ
構造 ○キャビネットの ・態度 ぞれの実習に意欲的に取り組もうとし ◎

種類及び構造 ている。
５ ○ネットワーク回

路の構造 思考・判断 ○スピーカー構造を基礎的・基本的な
知識と技術を活用して適切に判断し、 ○

６ 創意工夫する能力を身に付けている。

技能・表現 ○電子分野で基礎的・基本的な技術を ○
７ 身に付け、適切に処理するとともに、

その成果を的確に表現している。

知識・理解 ○試作品を製作してどれだけ知識・理
解が深まったかを確認する。 ◎

８ スピーカーの ○スピーカーの製 関心・意欲 ○スピーカー製作に関心を持ち、基礎
製作 作 ・態度 的基本的知識と技術について、その習 ○

○ネットワーク回 得に向けて意欲的に取り組むとともに
９ 路の製作 創造的、実践的態度を身につけようと

している。

思考・判断 ○スピーカー製作の諸問題の解決を目10
指して、自ら考え、知識と技術を活用 ○
し、創意工夫する能力を身につけてい
る。11

技能・表現 ○加工や組み立てなどの物作りに関す ◎
る基礎的基本的知識を身につけ、実際
の仕事を合理的に計画し、適切に表現
することができる。



知識・理解 ○物作りに関する基礎的基本的知識を
身につけ、産業社会における物作り意 ◎
義や役割について理解している。

プレゼンテー ○パワーポイント 関心・意欲 ○発表に望むに当たって、インターネ12
ション を用いたプレゼン ・態度 ット等で情報を収集したり、進んで内 ◎

テーション 容の改善を行っている。
１ ○課題研究発表会 ○プレゼンテーションソフトに関する

基礎的基本的知識と技術について、関
心を持ち、その習得に向けて意欲的に

２ 取り組むとともに創造的、実践的態度
を身につけようとしている。

思考・判断 ○わかりやすい発表方法について検討
し、成果を適切に表現することができ ○

、 、ように自ら考え 知識と技術を活用し
創意工夫する能力を身につけている。

技能・表現 ○学習成果を、学校内や地域の企業、
保護者に発表することで、プレゼンテ ◎
ーションの意義や効果を習得する。
○制限時間内にわかりやすい発表をし
ているか。

知識・理解 ○研究の成果を発表することで、生徒
自身の学習を深めると同時に、質疑応 ○
答から、問題点や今後の課題などを検
討する。

ドライブを利用した プレーヤー，デジタルアンプの製作CD-ROM CD

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 変換，デ 変換の方法， 関心・意欲 ○ 変換デジタルアンプの構造にDA DA DA ,
ジタルアンプ 及び 変換 の ・態度 関心を持ち、それぞれの実習に意欲的 ◎DA IC
の基本原理 使い方を習得する に取り組もうとしている。。

５ デジタルアンプの
動作原理を 思考・判断 ○ 変換デジタルアンプについてDA ,

基礎的・基本的な知識と技術を身につ ○
６ けている。

技能・表現 ○実際の を使い適切に回路を設計 ○IC
７ することができる。

， ，知識・理解 ○ノイズ対策 グランドの引き回し等
実際に回路を構成する上で留意すべき ◎
点を把握している。

８ プレーヤ ○スピーカーの製 関心・意欲 ○ 変換デジタルアンプの構造にCD DA ,
ーの製作。 作 ・態度 関心を持ち、それぞれの実習に意欲的 ○
デジタルアン ○ネットワーク回 に取り組もうとしている。

９ プの製作 路の製作
思考・判断 ○ 変換デジタルアンプについてDA ,

基礎的・基本的な知識と技術を身につ ○
けている。10

技能・表現 ○回路を適切な形で構成し半田付け ◎,
等の技術も適切である。11

知識・理解 ○トラブル対策について適切に原因を
追究し解決することができる。 ◎

プレゼンテー ○パワーポイント 関心・意欲 ○発表に望むに当たって、インターネ12
ション を用いたプレゼン ・態度 ット等で情報を収集したり、進んで内 ◎

テーション 容の改善を行っている。



１ ○課題研究発表会 ○プレゼンテーションソフトに関する
基礎的基本的知識と技術について、関
心を持ち、その習得に向けて意欲的に

２ 取り組むとともに創造的、実践的態度
を身につけようとしている。

思考・判断 ○わかりやすい発表方法について検討
し、成果を適切に表現することができ ○

、 、ように自ら考え 知識と技術を活用し
創意工夫する能力を身につけている。

技能・表現 ○学習成果を、学校内や地域の企業、
保護者に発表することで、プレゼンテ ◎
ーションの意義や効果を習得する。
○制限時間内にわかりやすい発表をし
ているか。

知識・理解 ○研究の成果を発表することで、生徒
自身の学習を深めると同時に、質疑応 ○
答から、問題点や今後の課題などを検
討する。


